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地域社会構造と交通需要の類型分析

　　　　　　　　　愛知県を例として

森　田　優　己

はじめサこ

愛知県における地域杜会構造の類型化

地域杜会類型と交通形態

おわりに　　総合的交通 ！ステムの展望

１． はじめに

　地域杜会は，その杜会的規模および産業構成からみて ，大都市 ・地方都市 ・農山漁村

に類型化される 。これら地域杜会の構造は，物質的な再生産 システム をもつと同時に ，

相対的に独自的な杜会的諸関係によっ て規定されている 。それゆえ，各地域杜会はそれ

らに特有な交通需要をうみだし ，この交通需要が，各地域内において ，また，各地域杜

会を結びつける交通 システムの必要性をつくりだすのである 。とりわけ，後者における

交通 システムは，都市 ・農村関係の物質的基盤の一つをなす。さらに，この交通 システ

ムの導入が，新しい地域杜会構造を形成していくことも周知のとおりである
。

　本稿は，このような交通形態を媒介とした地域杜会問の展開過程を，愛知県を例とし

て類型的に明らかにしようとするものである 。言うまでもなく ，愛知県は，世界に冠た

るトヨタ自動車株式会杜（以下トヨタと略す）を擁し ，製造品出荷額等において昭和５２年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）以来１０年連続第１位を誇る全国屈指の工業県であるとともに，行政自らが「車杜会」と

名付けるほどの特有な交通形態をもち，現代の地域杜会構造と交通形態との象徴的な関

係を示す好事例をなしている 。なお，地域杜会構造は，経済活動だけでなく杜会活動を

も含めた諸関係から成り立 っているが，ここでは，その基底をなす生産 ・流通 ・消費構

造を中心として分析をすすめていく 。

（８５１）
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２． 愛知県における地域社会構造の類型化

　愛知県は，「工業生産機能の高い集積などにより ，我が国の産業の発展の上で重要な

　　　　　　　　２）
役割を果たしてきた」中部地域の中核的工業県であり ，「大きな自動車生産力を持 って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
いるだけでなく ，数多くの部品 メーカー 素材 メーカー の供給体制をもっている」。通

産宅『工業統計調査報告書』（昭和６１年）によれは，事業所数は，東凧都，大阪府に次い

で第３位，従業者数，製品出荷額等及び付加価値額はそれぞれ第１位とな っており ，製

品出荷額等の対全国シ ェアは約１割を占めるに至 っている 。この愛知県内における地域

構造を分析するにあた って ，上記のような点を確認しつつ愛知県全体の特徴を概観して

おこう 。

　第一に，愛知県は全国一の工業県として工業生産機能の高い集積を特徴とする地域杜

会を形成している 。表１は，愛知県内３０市４７町１１村の人口規模と従業者構成等を示して

いる 。これら市町村の従業者構成をみると ，約５５％（１３市２７町８村）において ，第２次産

業の従業老か第３次産業のそれを上回 っている 。さらに，製造業従業者だけを取り出し

ても ，１０市１４町６村においては第３次産業従業者を越えている 。産業構造の第３次産業

化が進展しつつある今日において ，愛知県は生産基地としての集積を強化してきている

のである 。この点は愛知県の産業別総生産から見た産業構造からも確認できる（表１）。

昭和６０年産業別総生産の構成比は愛知県では，第２次産業４７．９％，第３次産業５１ ．１％で

あり ，第２次産業の比率は全国より１１．７ポイソト高いのに対して ，第２次産業は９，７ポ

イント低い。また昭和５５年からの１Ｏ年間の推移をみても ，全国では第２次産業は２．６ポ

　　　　　　　　　　　表１　産業別総生産の構成比（愛知県）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：％）

愛　　　　知 全　　　　国

５０年 ５５ ６０ ５０年 ５５ ６０

第１次産業
２． ５

１．

４
１．

０
５． ３

３． ６
３． ０

第２次産業 ４４ ．６ ４６ ．８ ４７ ．９ ３８ ．８ ３７ ．８ ３６ ．２

うち製造業 ３７ ．３ ３９ ．３ ４１ ．２ ２９ ．１ ２８ ．２ ２８ ．７

建設業
７． １

７． ２
６． ５

９． ３
９． ０

７． ０

第３次産業 ５２ ．９ ５１ ．７ ５１ ．１ ５５ ．９ ５８ ．７ ６０ ．８

うち卸売 ・小売業 １８ ．７ １６ ．５ １５ ．５ １４ ．２ １４ ．８ １３ ．２

サービス 業
８． ９

９． Ｏ １Ｏ ．１ １０ ．５ １１ ．３ １３ ．７

（出所）愛知県経済研究所「愛知県経済の成長と構造変化」『あいち経済時報』Ｎｏ． １５９，昭和６３年１０月 ，８２ぺ

（８５２）
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イノトその比率を低め，第３次産業が２．６ポイント高めたのに対して，愛知県では逆に

第２次産業は３．３ポイソトその比率を上昇させ，第３次産業は１．８ポイント低下したので

ある 。製造業についても ，同じことが言える 。

　第二に，愛知県では，自動車を主体にした輸送用機器を中心に一般機械，電気機器な

どの主力産業および繊維工業や窯業などの伝統的な地場産業とがそれぞれ独自に生産を

集積し ，特定の地域に特化している 。業種別の製品出荷額等をみると ，昭和６１年では
，

輸送用機器（３９．３％） ，一般機械（９－６％） ，電気機器（７％），鉄鋼業（６．５％）であり ，こ

れら４業種の重化学工業で６２．３％を占めると同時に食料品（５．２％） ，繊維工業（４．３％）
，

ブラスチ ック（３．８％） ，窯業土石工業（３．２％）であり ，これら４業種の軽工業で１６．５％

を占めている 。しかも ，これら主要業種別の製品出荷額等の全国比をみると ，輸送用機

器，一般機械，鉄鋼業，繊維工業，プラスチ ック ，窯業土石工業が全国一位であり ，そ

れぞれ，全国シ ェアーの３１ ．２％ ，１１ ．３％ ，１２ ．１％ ，１５．１％ ，１２．７％ ，９．８％と高い割合
　　　　　４）
を示している 。総じて ，愛知県の工業は輸送用機器と地場産業を中心として特定業種に

生産が集積しており ，これを反映して ，県内の諸都市においても ，特定の業種に特化

（その業種の従業者全体の２割を越える状態）している市町村が２２ある 。これら特化地域を業

種ごとに分類して示したのが図１である 。この図１をみると ，かつての経済成長の推進

役を担い昭和２０年代～３０年代の輸出産業であ った繊維 ・窯業土石製品とい った伝統的な

地場産業が分布する尾張地域のうち，名古屋市と隣接し名古屋環状２号線と国道２２号線

とが交わる付近および名神高速道路と国道４１号線とが交わる付近に一般機械 ・電気機器

　ゴム 製品の特化地域が，名古屋港沿いに鉄鋼業の特化地域が，西三河よりに輸送機器

の特化地域が存在していることがわかる 。また，輸送機器に特化した地域が従来の西三

河地域の道路網の集中点である内陸部から ，東三河地域の三河湾渥美半島にまで広が っ

てきていることがわかる 。

　第三に，県内８８市町村を人口規模によっ て分類すれぼ，人口１００万以上の大都市

名古屋市，人口１０万以上の地方都市　　豊橋市　豊田市　岡崎市　春日井市　一宮市

安城市　瀬戸市　小牧市　刈谷市　豊川市の１０市，人口１０万以下の農山漁村　　その他

１９市４７町１１村（うち，５万人以上は１６市）となるが，名古屋市を中心に岡崎市，豊田市 ，

春日井市，一宮，さらには岐阜市（岐阜県），四日市（三重県）等の諸都市が環状に展開

している 。表１をみながら ，大都市，地方都市，農山漁村の地域杜会のそれぞれの特徴

を， 尾張，西三河，東三河の３地域別に見てみよう 。この県内３地域は，愛知県が県下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）の「定庄生活圏」区分を，３大河川流域に基づき分けたものである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８５３）
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　蔵寺線とな っている 。

。）ここでは特定業種従業者
一・・％以上を特化地域としている 。

　　　　　　　従業者

　０　大都市

　名古屋市は，国内のほほ中央に位置し，江戸時代から徳川親藩の城下町として発展し

てきた。単に中京圏だけでなく中部圏の中心地でもあり ，東京 ・大阪と並ぶわが国有数

の大都市である 。人口は約２１０万人（愛知県全体の約３３％），愛知県内外から昼間人口が約

４０万人流入する生産 ・流通 ・商業 ・金融 ・捨報 ・文化など都市機能の集積地である 。そ

の従業者構成をみると ，第３次産業の従業者か全体の７３２％，そのうちの約半分か卸

小売業であり ，約３割がサ ービス業である 。このように，名古屋市は消費財の大量消費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８５４）
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基地とな っており ，４大デパートの大規模店舗が集中する中区 ・中村区等を中心に商業

機能やサ ービス 業の集積が多い。これら商業機能集積地よりも北部の一帯には，繊維や

木材 ・家具などの中小規模の軽工業の集積がみられ，知多から四日市まで伊勢湾沿いに

連なる重化学 コノビナートの一角を含み国際貿易港である名古屋港に近い南部諸地区

（港区　南区，さらに緑区瑞穂区　中川区）においては，　般機械　輸送機器　金属工業等

重化学工業の集積がみられる 。これら地区を中心として名古屋市内には従業者３００人以

上の大規模層の事業所が６２（愛知県全体の大規模層の事業所３３９事業所の１８％），そのうち
１，

ＯＯＯ人以上の事業所は１９（８８事業所中の２２％）ある（愛知県『６２年版，愛知統計年鑑』「市町

村区 ・規模別事業所数及び製造品出荷額等」の数字による 。以下の事業所数に関しては出所同じ）。

これは，県都名古屋市自体か大規模生産基地としての集積を持ち，生産財の大量消費地

であることを示している 。また，県内外および国外からの生産財 ・消費財の大集散基地

である名古屋港，諸鉄道網が集中しているほか東海道新幹線が停車するＪ　Ｒ名古屋駅を

もち，県内外への人流の要所ともな っている 。

　　　地方都市

　次に，地方都市を，名古屋市を中核にした尾張地域，豊田市を中心とした西三河地域 ，

豊橋市を中心とした東三河地域の順に見てみよう 。

　尾張地域では，大都市である名古屋市を中核に，その周辺に春日井市（約２６万人） ・一

宮市（約２６万人） ・瀬戸市（約１３万人）・ 小牧市（約１２万人）の地方都市が展開している 。尾

張地域は，昭和６１年には，県内の事業所の７０％，従業者の５９％，製品出荷額の４８％を占

めている 。図２に見られるように一般機械，電気機器，輸送機器および鉄鋼業とともに

繊維，窯業等の地場産業の事業所も多く存在し ，従業者数でも重要な位置を占める地域

である 。

　尾張北部に位置し，名古屋北部に接する春日井市 ・小牧市は，高度成長期における住

宅開発（高蔵寺 ニュータウン や桃花台 ニュータウン 建設等）や企業立地によっ て急速に都市化

した地域である 。両市ともに，名神高速道路沿いで名古屋空港に至近距離であることか

ら， 近年，電気機器 ・一般機械 ・金属製品など機械金属工業の進出がすすんでいる 。特

に， 小牧市では，輸送機器のなかでもまだまだ大きな存在ではないとはいえ，三菱重工

業など航空機製造など先端技術産業化が進められている 。瀬戸市は，名古屋東方に位置

する ，良質の陶土を産し ，窯業土石製品製造業の特化係数２７％の陶磁器産地として有名

であり ，近年はファインセラミッ クス 部門へも乗り出している 。また，尾張北西部に位

置する一宮市は，同市以西に広がる ，わが国最大の男子 ・婦人毛織物服地産地（尾西市

（８５５）
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　図２　地域別業種別事業所数 ・従業者数 ・製造品出荷額等の構成比（昭和６１年）
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愛知県企画部統計課『昭和６１年愛知の工業』昭和６３年３月より 。
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図３　尾張地域の市町村別事業所数，従業者数，製造品出荷額等の構成比（昭和６１年）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窯　 春

　春〕丼市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼻

（出所）愛知県企画部統計課『昭和６１年愛知の工業』より 。

図４　西三河地域の市町村別事業所数，従業者数，製造品出荷額等の構成品（昭和６１年）
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　　　　　 ム鱗灘。｝

　　　 碧南市鞍城裏瓢
　　　

１・ ．１ 灘鱗

（出所）愛知県企画部統計課『昭和６１年愛知の工業』より 。

・稲沢市および三重県境の町村…… ただし ，稲沢市は現在，一般機械 ・電気機器等の集積が多い）

の中心地であり ，繊維工業に特化した繊維都市である 。しかし ，製造業従業者中の２人

に１人は繊維工業に従事しているとはいえ，製造業そのものの比率が低下しているため ，

繊維工業への特化係数は１９％と下か ってきており ，電気機器　　般機械等機械工業か進

出してきている 。中枢的機能を担う大都市である名古屋市を除けぼ，尾張地域では，春

日井市　一宮市　瀬戸市　小牧市の地方都市カ事業所数２０７％，従業者数１５８％，製造

品出荷額等１６．１％を占めている（図３）。

　西三河地域では豊田市（約３１万人）を中心に自動車関連の岡崎市（約２９万人），安城市

（約１３万人），刈谷市（約１２万人）の地方都市か存在する 。西三河地域は，県内事業所の

１９ ．３％ ，従業者の３０．８％，製造品出荷額等４１ ．９％を占め，言うまでもなく ，自動車を中

心とした輸送機器の一大生産集積地である 。輸送用機器の事業所の占める割合は，１２％

（８５７）
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図５　東三河地域の市町村別，事業所数，従業者数，製造品出荷額等の構比（昭和６１年）

小坂井町　　　　その他

　２・６二 　１２ ．３

新城巾

　　　４．１　　　　　　　　　　バ　
＿

　　　　　　　　　　讐橋市
　　　　　　総　数　　　　　　　　　　　ｖ
　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　３９

．９０

　　　　　　　３６２１　　　　　　　　　　　〕
　　　　　　事　業所

　　　　　ｏ　　　　　　ｏ　　　　　Ｏ　　　　Ｏ　　　　　　　　００　　　　　　０　　　　　　　　０　　　　、
。。 ぺ．蒲郡市
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（出所）愛知県企画部統計課『昭和６１年愛知の工業』より
。

とそれほど多くないにもかかわらず，従業者では４４．６％，製造品出荷額等では６９．６％と

圧倒的である（図２）。 これは，事業所規模が大きいことによる 。

　トヨタで有名な豊田市は，西三河内陸部に位置し，生糸の町であ った愛知県西加茂郡

挙母町（現豊田市）に１９３８年１１月トヨタの工場が進出して以来，トヨタの急成長とそれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
にともなう人口 増加や市域の拡大によっ て発展してきた工業都市である 。もっと正確に

言えぱ，従業者の４０％が輸送機器製造業，つまりトヨタの組み立て工場郡や下請け部品

工場に勤務するトヨタの企業都市である 。愛知県内の公共交通網は，名古屋と豊橋を拠

点としているが，道路網は，この豊田を拠点に放射状に展開している。同じく輸送機器

に特化している地方都市には，豊田自動織機とトヨタ発祥の地である刈谷市がある 。刈

谷市には，日本電装，アイシソ精機，豊田工機，トヨタ車体等のいわゆるトヨタグル ー

プの本杜 ・工場がひしめきあい，輸送機器への特化係数は２４％であり ，その他に電気機

器・一般機械等の製造業が立地している 。この刈谷市に隣接する人口１３万の安城市も ，

製造業従業者の比率が高く ，電気機器 ・輸送機器等の機械工業の集積が大きいが，繊維

工業の集積もみられる 。これら工業都市に対して ，隣接する岡崎市は，愛知県の中央に

位置し，東海道の宿場町，交通の要衝として発展してきた人口約２９万人の都市機能集積

地である 。製造業では，三菱自動車工業をはじめとする輸送機器 ・一般機械等の機械工

業と繊維工業とが併存している 。豊田市を中心とした西三河地域の地方都市が，同地域

の工業に占める割合は，事業所の４６．５％（刈谷市を除く３市），従業者数の７１ ．４％，製造

品出荷額等の７７．２％と圧倒的なものがある（図４）。

　東三河地域は，愛知県第２の都市である豊橋市（約３３万人）を核に豊川市（人口約１１万）

など，古くから豊川を軸に比較的独立した圏域を形成してきた。同地域の県内工業に占

（８５８）
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める割合は，事業所の１０．３％，従業員の９．９％，製造品出荷額等１０．０％である 。同地域

では，これまでの繊維工業，食料品，木材加工に加え輸送用機器の進出もめざましく ，

製造品出荷額等では，同地域の約半分近く（４４．７％）を占めるに至 っている（図２）。

　県第２の人口規模を誇る豊橋市は，東海道５３次の吉田の宿で知られた宿場町を前身と

する海上 ・陸上交通の要衝として ，また，三河地方養蚕業の中心地 ・製糸の町として発

展してきたところである 。現在も東海道新幹線の停車駅であり（昭和６３年に三河安城駅が

できるまでは，名古屋 ・豊橋のみが新幹線の停車駅であ った），三河地域の鉄道網の要である 。

名古屋が尾張の中心であるのに対して ，豊橋は三河の中心として独自の文化圏を形成し

てきたと言われている 。豊橋市の第３次産業従業者は６３．５％を示し ，名古屋市につぐ愛

知県第２の生産 ・流通 ・商業 ・金融等都市機能の集積地であり ，生産財 ・消費財の大量

消費地である 。しかし，製造業の業種構成をみると ，単一業種への特化傾向の強い愛知

県には珍しく食料品工業，繊維工業から電気機器，金属製品，輸送機器等バラエティに

富んだものとな っている 。この東三河地域の中心都市 ・豊橋市の北部に位置する豊川市

は， 東名高速道路 ・国線１号線 ・国道１５１号線に囲まれた東三河地域の内陸工業都市で

ある 。業種的には，一般機械 ・輸送機器等の機械工業を中心とした重工業の集積地であ

る。 東三河における豊橋市，豊川市の占める位置は，事業所数では５６．２％，従業員数で

は５９．６％，製造品出荷額等では４４．８％を占めるものの，製造品出荷額等では同地域での

首位の座をトヨタが進出した田原町に明け渡しているのである（図５）。

　最後に，これら１０地方都市における事業所規模の特徴について見ておこう 。従業者

３００人以上の大規模層の事業所は，豊田市が３７事業所と飛び抜けて多く ，安城市１９，刈

谷市１７，岡崎市１８，小牧市１３，豊橋市１２，春日井市１１ ，豊川市９ ，一宮市４ ，瀬戸は数

字秘匿により不明である 。とりわけ，１ ，ＯＯＯ人以上の大規模事業所は，豊田９ ，刈谷７ ，

安城６ ，岡崎市５ ，豊橋市 ・小牧市３ ，春日井市 ・豊川市２ ，一宮市４とな っている 。

その半数以上が豊田市を中心とした西三河地域の内陸部に位置しており ，これらの地域

は， 名古屋市と並ぶ生産財 ・消費財の大量消費地である 。特に，豊田市近接地域におい

ては，生産財も自動車関連部品を中心としたものに特化されることになる 。

　　　農山漁村

　次に，上記の大都市 ・地方都市を拠点として経済圏 ・生活圏を形成し，これら都市に

労働力と生活物資そして土地を供給するとされる農山漁村の分析に移ろう 。まず，地域

の小拠点をなす表１の人口５万以上の１６市を地図の上で確認すると ，ほとんどが尾張地

域に（西尾市は西三河の臨海部，蒲郡市は東三河の臨海部）位置している 。ここは，木曽川水

（８５９）
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系の水を背景とし農村工業として発達してきた繊維工業や特殊な陶土の産出による陶磁

器工業など伝統産業の集積地であるとともに，臨海型装置型産業の集積地でもあり ，早

くから交通条件が整った地域である 。北西部の尾西市および周辺町村は今でも繊維に特

化した毛織物産地であるが，近年は，産業構造の転換をはかり ，一般機械 ・電気機器 ・

輸送機器とい った機械工業の集積をすすめてきている地域である 。この地域の中央部 ・

名神高速道路沿いの各市町村には，一般機械 ・電気機器 ・輸送機器やゴム 製品の大規模

層の事業所が集中的に立地している 。ちなみに，３００人以上の大規模層の事業所は３０
，

そのうち１，ＯＯＯ人以上は１２事業所ある 。また，尾張南部の臨海 コソビナートの一角をな

す東海市は新日本製鉄を中心とした鉄鋼業に特化（３人に１人が鉄鋼業に従事）し ，大府

市は自動車部品を中心とした輸送機器に特化（４人に１人が輸送機器に従事）している 。

この両市にも ，大規模層の事業所が集積している 。３００人以上が１６，そのうち１ ，ＯＯＯ人以

上は５事業所ある 。それに続く衣浦港両側，半田市 ・武豊町 ・高浜市 ・碧南市からなる

衣浦工業地帯は，鉄鋼業 ・窯業 ・輸送機器など重化学工業の集積地である 。

　また，西三河の臨海部に位置する西尾市は，「日本のデ ンマーク」といわれた安城へ

広がる優良な農業地帯を形成し漁業もさかんであ ったが，昭和４０年代後半以降に自動車

部品の下請け関連工場が進出して以来，輸送機器に特化（３３．９％）している 。同市には ，

３００人以上の大規模層の事業所が５ ，そのうち１ ，Ｏ００人以上が２事業所ある 。そして ，東

三河の蒲郡市は，綿 スフ 織物産地である 。

　ところで，愛知県における農業 ・林業 ・漁業の実態を市町村別に分析したような資料

は数少ない。そこで，愛知県農業共同組合中央会がまとめた『愛知県における農業の変

化と農協の動向』（第２６回年次報告 ・昭和６３年３月）から農山漁村の概観をつかんでいきた

い。 愛知県は，花き ，野菜，畜産等を中心に全国８位の生産規模にあるが，昭和６１年の

県内総生産量は野菜約８３万ｔ ，そのうち県外出荷は３２．７％，県内（名古屋中央市場，地方

市場）出荷は４５．１％（２４ ．９ ，２０ ．２） ，果物約１９万ｔ ，県外出荷３３．２％，県内（名古屋中央市

場， 地方市場）出荷が５４．５％（３５ ．８，１８．７）というように，生産量の半分は県内向けであ

る。 この他に野菜では８．８％自給用とな っている 。さらに，各地域の農業の特徴を次の

ようにまとめている 。尾張地域「大消費地の名古屋と周辺諸都市の市街地域を背景に近

郊農業が農家の努力で確保され，園芸 ・稲作農業が営まれている」。西三河地域「この

地域は内陸工業，衣浦臨海工業の発展した地帯で，農業も兼業化が急速に進み，経営や

農作業の受委託なと新しい農業経営か進行している 。農家戸数は４２，５５５戸，うち専業農

家は２，７４８戸（６．４％）で，兼業農家が９０％以上を占めている」。東三河地域「豊川用水を

（８６０）
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図６　地域別農家状態

農　家　率

撚、

１灘灘萎

徽
徽聡 燃％

ぶ灘
淵’

ｏ

ｏ

曲

　　凡　　例

鰯・・｛以上

囮…～…
魎皿・～・０・
匿１１ヨ

…～・ひ・

皿皿 １・・～狐・

［コ １・・妹口

（出所）愛知県農業協同組合中央会『愛知県における農業の変化と農協の動向』（第２６回年次報

　　告），昭和６３年３月 ，１３０べ 一ジ 。

　　　　　　　農家世帯（戸）
　（注）農家率＝　　　　　　 ＝％ 。

　　　　　　　全世帯（戸）

活用した園芸 ・畜産など高度な農業が営まれ，本県随一の農業地帯である 。東三河地域

の農家戸数は２９，６９４戸で県全体の比率は２１％にすぎないが，農業粗生産額は１ ，４９６億５

百万円で全使の４２．８％を占める 。農家の内訳は，専業農家が６，８２６戸（２３％），兼業農家
　　　　　　　　　　　　　７）
２２ ，８６８戸（７７％）とな っている」。

　このことを念頭におきながら ，図１ ・図６ ・表２を照らし合わせてみると ，次のこと

に気がつく 。まず，当然のことながら ，大都市 ・地方都市は農家率１０％以下であること

（ただし ，安城は例外）， 次に，繊維への特化地域周辺は近郊農業にしては，農家率が１０％

（８６１）
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～７０％と比較的に高いこと 。これは，繊維製造業が一部大手 メーカー 以外は，農家の副

業とな っていることによる 。第３に，輸送機器をはじめとする自動車関連の電気機器 ・

一般機械の分布か南部農漁業地域　東三河にまでひろか ってきていること（藤岡町での

特化状態は，輸送機器の工場の進出よりも ，豊田市への通勤増によるものと害われる）。 メロ■の

産地である渥美半島の田原町にトヨタが輸出用の自動車組み立て工場（従業者４ ，９００人）

を設立した（昭和５４年）ことは，典型的た事例である 。およそ５，ＯＯＯ種類３０，Ｏ００点の部品

からなる自動車を組み立てる工場は広大な土地を要するが，内陸部にはそれだけの土地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
余力かなくな ってきたこと ，行政側の立地基盤整備によるものである 。これによっ て，

繊維，陶磁器，一般機械のなかでも工作機械，電気機器においても民生用機器を中心と

して独自な工業集積を持つ尾張地域の一部と農家率の非常に高い奥三河一帯以外の地域

は， 素材供給地（鉄鋼業） ・部品供給地（輸送機器 ・電気機器 ・一般機械 ・ガラス製品 ・プラス

ティック製品 ・ゴム 製品等） ・組み立て工場地として豊田市を頂点とする自動車工業の関連

産業地域網に組み込まれ，そこでの農林漁業の在り方も立地する工場の規模 ・種類によ

って規定されていきつつあるように思える 。

３． 地域社会類型と交通形態

　まず，愛知県の「車杜会」の全体像をつかむことから始めよう 。輸送量の輸送機関別

分担率をみると ，旅客輸送に関しては，昭和６０年で鉄道２７．６％ ：自動車７２．３％（そのう

ち自家用乗用車５５ ．１％） ：その他０．１％，とな っている 。この数字を１０年前と比べると ，自

家用車の分担率が１２．２％増大し ，その分，乗合バスや鉄道などの公共交通機関の分担率

が減少している 。また，貨物輸送に関しては，愛知県に三重県 ・岐阜県の一部を加えた

数字であるが，重量べ 一スでは，鉄道１ ．３％ ：自動車７６．４％（うち自家用貨物４３．６％） ：船舶

２０ ．５％ ：その他１ ．８％，荷動き件数では，鉄道 ・船舶０．４％ ：自動車９６．１％（うち自家用貨

　　　　　　　　　　　　　　　　９）
物５４ ．２％） ：その他３．５％とな っている 。人の移動の７割，物の移動のほとんどを自動車

が担っていることがわかる 。さらに，人 ・物双方の移動件数の約半分が自家用車という

個別的な輸送手段に依存していることは，愛知県が驚異的な「車杜会」であることを示

している 。

　一般に，このような状況を引き起こした原因は，全国的に進行するモータリゼ ーショ

ソと愛知県におげる交通条件 ・公共交通機関の未整備にあるのではないかと言われてい

る。 そこでまず，地域杜会の各類型ごとに，域外公共交通網 ・域内公共交通網について
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　　図７　都市間父通網の現状
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その整備状況をみていくことにしよう 。

　○　大都市（名古屋市）

　大都市ては管理中枢機能をはじめ，工業　商業 ・サ ーヒスなと杜会経済的諸機能はも

ちろん，文化　スホーノ　教育　医療なと多面的な諸機能か集中　集積しているのか特

徴である 。こうした諸機能の地域的集中 ・集積に対応した交通 システム が必要となる 。

以下，名古屋市を中心にして分析をしてみることにする 。

　〔域外公共交通網〕

　＜空港＞　名古屋空港（但し ，所在地は，愛知県西春日井郡豊山町大字豊場字林先）

　＜港湾＞　名古屋港

　＜幹線鉄道網＞　東海道新幹線

　＜愛知県内の都市間鉄道網＞　名古屋市を通過しているＪ　Ｒ ・私鉄の路線網は，昭和

１０年頃までに完成している 。しかし ，それらはすべて図７から明らかなように，名古屋

市を中心として個 々に結びつく傾向があり ，各地方都市間を結ぶネ ットワークを形成し

ては来なか った。昭和５０年以降にな って建設された岡崎 ・豊田を結ぶ国鉄 ・岡多線が ，

（８６７）
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図８　名古屋の地下鉄路線図
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（出所）名古屋市交通局［ナゴヤの地下鉄』昭和６２年１１月より 。

昭和６３年１月をもっ て現在の愛知環状鉄道にひきつがれてようやく内陸部の環状鉄道網

が形成されはじめたところである 。それゆえ，公共交通網を前提にすれぱ名古屋市と県

内他市町村との結接点は主として名古屋駅であり ，愛知県と国内外をむすぶ名古屋空港

や名古屋港への交通量も一度名古屋市内に流れ込むようにな っている 。

　〔域内公共交通網〕

　＜地下鉄＞　運輸政策審議会答申（昭和５６年７月）によれば，地下鉄は，ラ ッシ ュ時に

おいて１時間あたり２万人以上の輸送力を持つ，高速 ・確実な大量公共交通機関である 。

この地下鉄は，他の大都市におけると同様に名古屋市においても ，市内の旅客輸送の基

幹的交通手段である 。名古屋市営地下鉄は，昭和３２年の名古屋 ・栄町間２．４キ ロの開業

（８６８）
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図９　通勤 ・通学流動
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（出所）新中京圏陸上交通整備調査会議小委員会『新中京圏陸上交通整備調査会議小委員会鞍告

　　参考資料ｊ平成元年１月１２日 ，４べ 一ジ 。

以来，路線延長をすすめ，今日 ，全線６０．２キ ロで１日９３万人を輸送するまでにな った 。

その路線網は，図８のように，都心付近の栄 ・伏見 ・上前津を中心として東西 ・南北に

形成されている 。これら路線にＪ　Ｒ線や私鉄線が接続するのが名古屋駅である 。その他 ，

栄・ 金山 ・鶴舞 ・千種 ・大曽根たどで接続するが，名古屋一点集中型ともいうべき構造

とな っている 。路線構造も栄 ・伏見の都心部に人が集中するようにな っており ，そのた

め， 朝・ タのラ ッシ ュ時には，都心に向かわない人も都心部に集中したのち分散するた

め， 乗り換え客で非常に混雑する 。ちなみに，最も混雑度の高いのは，地下鉄東山線の

名古屋一伏見間である 。このような都心部集中型路線網の欠陥をおぎなうべく６号線の

建設がすすめられている 。しかし ，地下鉄１ｋｍあたりの建設 コストは２７０億円を越え

るといわれている 。現状では，その建設費のほとんどを企業債でまかなうため，建設が

（８６９）
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　　図１０　方面別の名古屋市への流入の分担率（終日）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％
（出所）新中京圏陸上交通整備調査会議小委員会『新中京圏陸上交通整備調査会議

１」’

委員会報告

　　参考資料』平成元年１月１２日 ，１３ぺ 一ジ 。

進めぼ進むほど企業債発行が増え，これに伴う支払い利息が増大して地下鉄事業の財政

状態を圧迫することにな っている 。例えぼ，昭和６１年度の決算では，単年度１８９億円
，

累積１ ，１０４億円の赤字とな っている 。事業者による巨額な建設費負担と需要が伸び悩ん

でいるため，今後の整備にあた っては，「杜会全体からみた費用と便益を比較して整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
の基準を明確にしておくことが大切である」という具合に，開発利益の還元などの方策

が検討されている 。

　＜パス＞　バス事業の状況はさらに厳しい。名古屋市営バスの乗車人員は，昭和３９年

度の８９万人をピークに減少してきており ，昭和６０年度には６０万人とな っている 。これは ，

定時性のみだれ，運行間隔の長さ ，始発時間の遅さ ・終発時間の早さ ，その他名古屋都

心部以外での利用しにくさによっ て， バス 離れがおこっ たことによる 。市当局は，定時

（８７０）
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図１１　ゾーノ 別集中トリッ プの代表交通手段構成比
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（出所）中京都市圏総合都市交通計画協議会『交通実態編』 ，『第２回中京都市圏パーソソトリッ
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図１２　幹線道路網の現状と将来計画
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主要県道：＠西尾張中央道　　ゆ瀬戸大府東海線　　＠豊田明智線　　ゆ東三河環状線　　＠衣浦岡埼線
有料道路（日本道路公団）：＠名港西大橋　　＠豊川橋
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性の確保をはかるためバスレーンの設定をしたり ，基幹バスを導入している 。この基幹

バスは，東郊線と新出来町線である 。前者は，昭和５７年３月に全国で初めて導入された

基幹バスであり ，都心の栄から名古屋南部の住宅地 ・星崎間までの１０．７キ ロを３７分で結

ぶ急行バスである 。利用者数は，開業当時の１日１０，１００人が１６，２００人に増大した。後者

は， 中央走行方式を全国で初めて取り入れ昭和６０年４月にスタートした。栄 ・引山間

１０ ．４キ ロを３０分で走行し ，バス路線総合管理システムを取り入れたり ，運行間隔や始終

発時刻を地下鉄なみの早朝 ・深夜にするなどサ ービス向上をはか っている 。この路線の

利用者は，ほぽ２倍に増加している 。今後，基幹パス路線の増強が計画されている 。

　　　地方都市

　地方都市は，巨大都市との地理的な関連があるかどうかによって ，その存立構造は大

きく異なる 。高度に発達した資本主義杜会では多少の差はあれ，大都市との杜会経済的

関連を有しているのが一般的である 。また近郊農山漁村との関連もあり ，かかる意味で ，

地方都市は大都市および農山漁村との二重の交通システムが必要となる 。

　〔域外公共交通網〕

　＜愛知県内の都市間輸送鉄道網＞　一宮 ・名古屋 ・安城 ・岡崎 ・豊橋間には，東海道

本線と名鉄名古屋本線が平行して走 っているが，名鉄の方が運転間隔 ・運転本数の点で

優位にた っている 。小牧は，名鉄小牧線一本で名古屋に結ばれているが，運転本数も心

なく運転間隔も比較的ながい。同じく名鉄線の瀬戸線は，名古屋本線に近い運行条件を

もっ ている 。春日井は，Ｊ　Ｒ中央線一本であるが，運行条件はよい。また，豊田は名鉄

豊田線と名古屋地下鉄 ・鶴舞の結合により ，名古屋へと結ぼれたが，運転本数も少なく

運転間隔も比較的長い。さきにも述べたように，地方都市全体をつなぐネ ットワ ー一 クは

形成されていないが，図７からもわかるようにこの豊田を通る愛知環状鉄道の開通によ

って ，名古屋東部丘陵地域を取り囲む鉄道ネ ットワークが形成された（高蔵寺～小牧の桃

花台新交通 システム が完成すれば，このネ ットワークは拡大することになる）。 のみならず，豊

田は名古屋に次ぐ都市間公共交通網の中心地となる 。ただし ，今のところ，愛知環状鉄

道の運行条件はきわめて悪い。刈谷市は，名鉄三河線で地方都市の中では豊田にのみつ

なが っている 。また，豊川も運行条件の悪いＪ　Ｒ飯田線で豊橋のみにつなが っている 。

　〔域内公共交通網〕

　＜路線バス＞　市当局による公営バス事業は行われておらず，その地区に鉄道路線を

もつ私鉄の経営にな っている 。ここでは地方都市ごとの詳しい検討をおこなう余裕はな

いが，各地とも乗車人員の減少 ・経営悪化など名古屋市営バスと同様の傾向にある 。

（８７３）
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　　　農山漁村

　農山漁村では，その生産形態に規定されて相対的に域内交通需要は少ないが，それで

も地域的分業に対応して，地方都市，場合によっ ては大都市との地域間交通 システム が

必要となる 。

　〔域外公共交通網〕

　＜地方交通線＞　Ｊ　Ｒ線 ・私鉄線で三河山間部を除く地域で運行されている 。その多

くは，単線で複線化が望まれており ，知多半島を走る武豊線はいまだデ ィー ゼルであり ，

電化は沿線住民の悲願である 。これら地域の運行条件は極めて劣悪であり ，通勤通学時

の運転本数の増加等が課題である 。

・路線バス…… これら地域の大部分の路線バスは収益悪化のため，地方バス路線維持費

補助や過疎バス路線維持費補助をうげている。とりわけ，過疎化の進展している三河山

間地域においては，路線存続自体が極めて困難で，バス会杜による運行路線廃止をうけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
て町村営バスを運行している町村もある 。

　＠　県内貨物路線網

　これまでは，人の動きを中心とした交通網の整備状況をみてきたが，ここでは物の動

きに関する公共交通網の整備状況をみてみる 。貨物輸送はＪ　Ｒ貨物取り扱い駅と ，一部

の私鉄駅で貨物が取り扱われている 。国鉄，昭和６２年以降Ｊ　Ｒは，貨物輸送の自動車化

が進むにつれて，貨物量の減少と自動卓に対抗しうる輸送力をつけるために，貨物取り

扱い駅数をダイヤ改正ごとに減少させてきている（コンテナ輸送の競争力をつけるため，直

行コンテナ列車のスピードアッ プとピギ ーバック輸送の運行を開始した）。 その結果，先に見た

ように，鉄道の輸送分担率は著しく小さいものとな っている 。

　以上みてきたように，愛知県内諸地域の結合をはかるような公共交通ネ ットワーク形

成は遅れており ，その限りでは交通条件が未整備だといわれてもしかたがなかろう 。さ

て， このような交通条件にたいして ，愛知県ではどのような交通需要が発生し，どのよ

うな交通形態が形成されているのであろうか。まずは，人に関する交通需要からみてい

く。 その最大のものは，通勤 ・通学にかかわる交通需要である。図９は，この通勤 ・通

学にかかわる需要の発生 ・集中地を示している 。これによれぱ，通勤 ・通学交通需要が

集中するのは，名古屋市であり ，その発生地域は愛知県内では尾張全域と西三河の豊田

市および岡崎市までぐらいに及ぶ。その結果，朝 ・夕の通勤 ・通学時間帯には，流入 ・

流出の大量な交通需要が集中的に発生することになる。名古屋市に流入してくる交通需

要の輸送手段別分担率は，図１０によれぱ，鉄道網が充実している東海道本線沿いの諸地
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域では，鉄道の分担率が自動車のそれよりも高くな っている 。その他交通需要の集中地

は， 人口１０万以上の一宮市 ・豊田市 ・ス１五谷市 ・安城市 ・岡崎市 ・豊川市 ・豊橋市とその

他半田市 ・西尾市 ・新城市等である 。これら地域に関しても発生方面別にみていけぼ ，

同様に，鉄道やバスの整備が進んでいるところでは，鉄道やバスの分担率が高くなるこ

ともあるかもしれないが，せいぜい豊橋市ぐらいのもので他の地域にはのぞめないだろ

う。 図１１は，各地域へ流入してくる交通量の輸送手段別分担率をみたものである 。これ

によれぼ，どこの地域でも自動車の割合は３０％以上と多く ，特に豊田では５０．３％をしめ

ており ，自動車への依存度が高い特殊的な地域であることがわかる 。早くから鉄道網の

整備されていた地域においては，自動車への依存度は若干低く ，整備の遅れた地域にお

いては，自動車への依存率が高くなる傾向がある 。

　次に，物に関する交通需要についてみていこう 。愛知県が生産基地であり生産財の大

量消費地であること ，さらに各 々の地域が特定の業種に特化される傾向が強いことによ

り， 交通需要の質も規定されることになる 。図１２にあらわされた品目別の地域間流動を

みることによっ て， 交通需要の質を確かめ，どのような交通形態が要求されてくるかを
　　　　　　　　　　　１２）
みてみよう 。物資流動調査にもとづいて ，愛知県における品目別地域間流動をみると ，

次のようにな っている 。

　〔農林水産品〕……愛知県では，１千トン を越える地域間流動はみられず，５００トソ を

こえる流動もわずかである 。せいぜい，津島市 ・海部郡あたりや知多半島から名古屋市

内への流動等であり ，地域間の流動はきわめて少ない。これは，農林水産品が圧倒的に

圏外からの流入であり ，そのうちの約４割が輸入であるためであろう 。

　〔鉱産品〕……鉱産品には，そのほとんどが輸入でまかなわれる原油や鉄鉱石の他に窯

業原料や建設資材も含まれるため（愛知県内では春日井市が供給地），全域にわた って大き

な流動がみられる 。特に，重化学工業の集積する知多半島や名古屋市の南部周辺には県

内外から２千トソ 以上の流動がある 。

　〔金属工業品〕…… 国内他地域からの流入超過であるが，県内では，尾張中央部 ・津島

市周辺の諸町村や装置型臨海産業の集積地である知多半島が供給地であり ，主として名

古屋南西部や豊田市を中心とした西三河の機械工業集積地が需要地である 。金属工業品

の流動はこれら地域間に集中しており ，５千トソ 以上の流動をしめしている 。

　〔機械工業品〕……名古屋南西部から知多半島 ・西三河地域への流動や西三河地域から

東三河地域への流動もみられるが，西三河地域内部での流動，つまり ，豊田市を中心と

してその周辺の自動車産業の集積する地域の相互間での流動（３千トン以止）を軸として
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いる 。部品工場間や部品工場と組み立て工場との間の流動である 。

　〔窯業品〕……小規模の流動が多く ，各地域間で交錯した流動を示している 。

　〔化学工業品〕……臨海工業地帯を形成する名古屋南西部を供給地として ，県内各地へ ，

特に，豊田を中心とする西三河地域への３千トン を越える流動が目立っている 。

　〔軽雑工業品〕　流動の発生地域は各地に散らは っており ，流動量は小規模である 。

　愛知県内におげるこれら品目別の地域間流動によれぱ，大量の交通需要は，名古屋南

西部の臨海工業地帯やその西 ・津島市周辺部と豊田市周辺を結ぶ軸，知多半島の付け根

部分と豊田市周辺を結ぶ軸，及び西三河内の自動車工場集積地内を中心に発生している

ことになる 。言い換えれぱ，鉄鋼 ・ゴム ・自動車といわれる自動車関連産業の素材供給

地・ 部品供給地をその組み立て工場に結びつける線が，愛知県内の交通需要の軸を形成

しているわけである 。したが って ，需要の質も ，自動車工業をはじめ大量生産加工型の

機械工業にみられる生産方式　　ソヤスト ・イノ　タイムによっ て強く規定され，時刻

指定の高頻度輸送が増大している。これら交通需要に対応する最適な交通形態が自動車

輸送であることは，いうまでもないが，県外 ・国外からの移入や移出に関しては，自動

車による陸上輸送の他に，名古屋港 ・衣浦港 ・三河港から般舶も使用されている 。特に ，

自動車工業の完成品は，自動車航送船で輸送されている（主として輸出）。

　ところで，自動車輸送がその能力を最大に発揮するためには，道路網の整備が前提と

なる 。ここで，愛知県における道路網とその整備の特徴を見ておこう 。図１２から次のこ

とがわかる 。まず，名神高速道路と東名高速道路という東西をむすぶ国土幹線交通網と

名古屋市を中心として各地方都市をむすぶ放射状の地域幹線道路網と ，名古屋市を取り

囲んで各地方都市を結びつける環状の地域幹線道路網とが形成され，鉄道網に比べて道

路網が著しく発達していることである 。次に気がつくのは，これら地域幹線道路網には

名古屋市 ・知立市 ・豊田市の３つの核があることである 。大都市名古屋には，四方から

交通が流れ込むようにな っており ，渋滞がひどい。現在，市内に流れ込む通過交通量を

減少させるために，放射状道路の強化と名古屋環状２号線の整備がすすめられつつある 。

また，名古屋市の中央部と豊田市は国道１５３号線で結はれ，東海市の臨海部と知立市

豊田市は国道１５５号線（名古屋市をぐるりと囲む東海市の臨海部から知立市 ・豊田市を経て ，瀬

戸市 ・春日井市 ・小牧市を通 って名古屋港の西 ・弥富町へと続く）で結ぱれている 。国道１５３号

線も国道１５５号線も混雑がひどく ，その解消のためにバイパスづくりが進められている 。

これら３つの核都市と新たに工業立地を展開している東三河臨海部を結ぶ道路の整備も

すすめられつつある 。これら道路は，自動車関連工業の素材および部品供給を中心とし
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たものてある 。その他県道　地方道を含めると ，三河山間地域を除く愛知県全域に道路

網がはりめく“らされており ，幹線道路周辺を中心として工業集積が展開している 。

　このように，道路ができれぱ，工業の集積がおこり ，工業の集積がおこれぱ，その需

要に応じて自動車交通量が増大する 。そして ，この増大した自動車交通量に対処するた

めに，道路がつくられるというわけである 。愛知県における交通関係整備投資額の推移

をみると ，鉄道は７百億円前後と伸び悩んでいるが，道路は１９７５年以降急速な伸びを示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
し。 １９８４年度の投資額は２千３百億円にも達している 。ここには，自動車交通量の増大

に対して ，道路容量の増大で対処しようとする考えかたか表れている。自動車関連工業

を中心とした愛知県内各地の物質的再生産構造が，それに規定された交通需要を生み出

し， それが，自動車交通を中心としたシステム を形成してきたのである 。

４． おわりに　　総合的交通システムの展望

　現在，愛知県は，名古屋圏を「産業技術の中枢圏」と位置づげた「第４次全国総合開

発計画」とその下部計画である「第３次中部圏基本開発整備計画」を受けて ，「第６次

愛知県地方計画　愛知県２１世紀計画」を策定中である 。その素案の基本は，愛知県が

「世界的な産業技術首都の形成」において，中心的役割をはたすことにある 。そのため

に， 名古屋市を中心とする８０～１００ｋｍの範囲にｒ新伊勢湾都市圏」を設定し ，陸 ・

海・ 空の総合交通体系「臨空総合交通圏の整備」を軸に，産業技術分野をはじめ各種の

高次機能の拡充や都市機能の分担と適性配置，居住空間や環境整備をすすめるというも

のである 。

　この「臨空総合交通圏の整備」とは，新中部国際空港を軸として ，国土幹線道路軸と

の連携をはかりながら，圏域内の中核的な都市をおおむね１時間で結びつける「一時間

交通圏」を形成しようというものである 。具体的には，以下の通りである 。

　〔国際交通 ・広域交通〕

・立地場所選定中の中部新国際空港の早期建設および名古屋港 ・衣浦港 ・三河港におけ

るコソテナ化に対応した施設の高度化を含め，それらへのアクセスの充実 。

・近年輸送力か限界に近ついている東海道新幹線の発展的代替輸送機関として ，リニァ

中央新幹線の早期建設をはかる 。

・第二東名 ・名神自動車道（一部，伊一勢湾岸道路），東海北陸自動車道，東海環状自動車

道， 三遠南信自動車道など高規格幹線道路網計画の推進 。
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　〔地域交通〕

・名古屋高速道路や名濃道路，名岐道路，一宮西港道路，名古屋環状２号線の名古屋圏

の自動車専用道路網計画の推進とこれらと結ぶ高規格道路の整備や，知多半島に続く南

知多道路の４車線化，伊勢湾 口道路構想の具体化，知多半島縦貫道路の整備など，湾を

とりまく沿岸地域の広域環状幹線道路網構想の検討 。

・東西国道軸と一体的に機能する南北軸の強化，中核都市における環状道路の強化を重

点的に整備 。

・山間地域での既存の幹線道路の整備充実と猿投クリーソロート延伸構想を検討する 。

・Ｊ　Ｒ瀬戸線の建設を促進し，愛知環状鉄道等とともに環状線の形成をはかる 。

・新交通 システム 桃花台線の供用をはかるとともにその延伸を検討 。

・名鉄名古屋本線の複 々線化，Ｊ　Ｒ関西本線の複線化，Ｊ　Ｒ武豊線の電化および，地下

鉄線の新線建設の推進，名古屋域外への延伸を検討 。

・路線バスは，鉄道と連携して面的な公共サ ービスとして利用促進に努める 。特に，山

間地域においては，必要な公的支援による維持をはかるとともに，将来的には，町村営

バス ，スクー ルバス ，タクシー マイカーたどの効果的利用を含めた総合的な交通対策

を推進する 。

　以上をみると ，愛知県の交通システムづくりが道路網を中心としたものであることが

よくわかる 。ちなみに，鉄道網を中心に整備計画を検討している新中京圏陸上交通整備

調査会議は，「名古屋圏における全交通量に占める鉄道の分担率を，概ね３５％に拡大す
１４）

る」と述べている 。現状と比べて５％ほどの増加にしかすぎないが，担当者によれぱ ，

　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
「実行できる計画を，という考えかた」にそ った整備目標とな っている 。道路網整備に

支えられた個別的輸送手段を中心とする自動車交通が総合的交通システムの核であり ，

それといかに有機的に連携し，その補完機能をはたすかか公共交通機関の役目とな って

いる 。これではたして ，地域住民の交通 二一ズを満たした効率的な総合的交通 システム

といえるのかどうか，きわめて疑問である 。地域杜会における交通需要に見合 った域内

交通供給システムの構築とあわせて，地域杜会相互間の交通システムについても ，地域

間における杜会的諸関連をふまえることが重要である。なお，その際には，基幹バスで

実験されているようた利用し易い公共交通機関の整備を軸とした行政の対応が必要だと

思われる 。

　　１）愛知県では，昭和４５年以来毎年，［車杜会一その現状 ・推移 ・比較一』（愛知県企画部交通

　　　対策室）と題する冊子を発行している 。
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２）国土庁編『第４次全国総合開発計画』 ，昭和６２年，１Ｏぺ 一ジ 。

３）愛知県企画部統言十課ｒ統計からみた愛知の工業のあゆみ』 ，昭和６２年３月 ，３８べ 一ジ 。

４）愛知県企画部統計課『昭和６１年　愛知の工業　工業統計調査結果報告書』 ，２５べ 一ジ 。

５）愛知県地方計画委員会『第５次愛知県地方計画』 ，昭和５７年，２０５～２１０ぺ丁ジの地域区分

　に基づく 。

　　ここでは，県内を３大河川流域に基づき ，尾張一木曽川地域，西三河一矢作川流域，東三

　河一豊川 ・天竜川流域の３地域に区分し ，これらの地域をさらに，１４地区に区分している 。

　　地域区分，以下のような市町村に分けられる 。

　尾張地域

６）

７）

８）

９）

名古屋地区
海部 ・津島地区

尾張西部地区

尾張中部地区

尾張北部地区

尾張東部地区

知　多　地　区

名古屋市

津島市，七宝町，美和町，甚目寺町，大治町，蟹江町，十四山村，飛
島村，弥富町，佐屋町，立田村，八開村，佐織町

一宮市，尾西市，稲沢市，木曽川町，祖父江町，平和町

西枇杷島町，豊山町，師勝町，西春町，春日村，青州町，新川町

春日井市，大山市，江南市，小牧市，岩倉市，大 口町，扶桑町

瀬戸市，尾張旭市，豊明市，東郷町，日進町，長久手町

半田市，常滑市，東海市，大府市，知多市，阿久比町，東浦町，南知
多町，美浜町，武豊町

西三河地域

　豊田 ・加茂地区　　豊田市，三好町，藤岡町 ，・」・ 原村，足助町，下山村，旭町，稲武町

　岡崎 ・額田地区　　岡崎市，幸田町，額田町

　衣浦東部地区　　碧南市，刈谷市，安城市，知立市，高浜市

　西尾 ・幡豆地区　　西尾市，一色町，吉良町，幡豆町

東三河地域

　新城 ・南北設楽　　新城市，設楽町，東栄町，豊根村，富山村，津具村，鳳来町，作手村
　地　　　　　区

　宝飯地区　豊川市，蒲郡市，音羽町，一宮町，小坂井町，御津町

　豊橋 ・渥美地区　　豊橋市，田原町，赤羽根町，渥美町

　トヨタによる地域の独占という視点から ，豊田市の自動車工業基地化とそれに伴う地域経

済問題を分析したものに，野原敏雄「自動車産業と地域経済」『日本資本主義と地域経済』

第９章，大月書店，１９７７年がある
。

　愛知県農業共同組合中央会『愛知県における農業の変化と農協の動向』（第２６回年次報告） ，

昭和６３年３月 ，２０～２２べ 一ジ 。

　愛知県地方計画委員会『第５次愛知県地方計画』では豊橋 ・渥美地区の計画について ，次

のように述べている 。

　「今後は，臨海造成の本格的稼働に応じた産業基盤の整備を進める一方，急速な都市化の

進展に対応した生活環境整備を推進していくことが大きな課題である」（愛知県地方計画委

員会『同書』２４１ぺ 一ジ）。

　愛知県企画部交通対策室『車杜会一その現状 ・推移 ・比較一』（昭和６２年版），８べ 一ジ 。

（８７９）



９４ 立命館経済学（第３７巻 ・第６号）

　中京都市圏総合都市交通計画協議会［物流実態』［（第２回中京都市圏物資流動調査報告書

　２』），昭和６３年３月 ，９べ 一ジ 。

１０）名古屋市幹線公共交通網調査委員会　交通計画 ・整備方策専門部会丁専門部会報告ｊ ，昭

　和６３年１月 ，３７べ 一ジ 。

１１）　 これら地域の交通実態およぴ交通にかかわる住民意識を調査したものに，愛知県企画部土

　地利用調整課ｒ三河山間地域交通実態調査』がある 。

１２）中京都市圏総合都市交通計画協議会丁物流実態』 ，１３２～１４０べ 一ジ 。

１３）新中京圏陸上交通整備調査会議小委員会［新中京圏陸上交通整備調査会議小委員会報告参

　考資料』 ，平成元年１月１２日 ，２８べ 一ジ 。

１４）同委員会［新中京圏陸上交通整備調査会議小委員会報告』 ，同年同月 ，２２べ 一ジ 。

１５）愛知県企画部交通対策室 。

（８８０）


